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 ご存知でしたでしょうか？「海の日（今年は 7 月 15 日）」はソーシャルワーカーデーでした。社

会福祉関係の 17 団体が加盟するソーシャルケアサービス従事者研究協議会は、ソーシャルワーカー

の社会的認知を高めるために 2009 年から「海の日」をわが国の「ソーシャルワーカーデー」として

創設しました。今年度のテーマは「社会的・経済的平等の促進 ～ソーシャルワーカーの可能性と

挑戦～」。 

 そこで茨城県社会福祉士会においても、ソーシャルワーカーデーに合わせて研修会を企画、「子ど

もの貧困について考える」と題してシンポジウムを開催いたしました。竹之内章代会長がコーディ

ネーターを務め、社会福祉法人誉田会 誉田養徳園の片根志雄氏、水戸市役所保健福祉部子ども課相

談係の川村隆氏、古河市役所健康福祉部福祉総務課地域福祉係の吉原徹氏の３名にシンポジニスト

をお願いしました。 

 それぞれの職場の役割、業務の視点から分かりやすくお話を頂くとともに、質疑応答では参加者

から多くの質問が寄せられておりました。2 時間半という短い時間ではありましたが、様々な気づき

のあった方も多かったのではないでしょうか。 

http://www.csw-iba.org/
mailto:csw-iba@csw-iba.org
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                          福祉作業所むつみ 鈴木 重史 

 

 今回の研修の中で、支援のために、どのような機関があり、連携が図られているのか？当事者へ

の最善の利益を図るために、援助者としてどのような対応が期待されているのか？とても興味深く

参加させていただいた。 

 一般に「少年事件」と呼ばれるものは、満 20 歳になっていない者が罪を犯した：犯罪少年、極

めて罪を犯す可能性が高い：虞犯少年、14歳未満の物が罪を犯した：触法少年に区分され、いずれ

も家庭裁判所にいったん送られ、そこから、少年鑑別所（行動観察を行う）、保護処分であれば、

保護観察所、少年院、児童自立支援施設等に送られることになる。 

少年事件では、「少年の健全な育成（少年法第 1条）、事件から立ち直るためにはどうしたらいい

か」という点に主眼があり、通常の刑事裁判とは根本的に異なる。人格の形成期にある少年に刑罰

を科しても本質的解決にはならないと考えられるからである。また、様々な手続きの中で、調査官

との面接や、試験観察、少年の持つ問題点の明確化、被害者の視点を持たせる等の教育的措置が取

られる。しかし、この流れの中で、弁護士が付添い人として適正な保護処分を受けるための協力者

となるが、裁判官と同様、少年の育成という点からすれば実際に関われる期間はごくわずかである。

そういう意味で、直接本人と関わる家裁調査官の仕事は難しく、大きな影響を持っており、可能な

限り、その後の処遇経過を見守っていかねばならない。 

水戸家裁では、調査・審判場面以外でも教育的措置を活用し、少年や保護者の気づき、更生のき

っかけになることで、少年を含めた家族の重要な経験となり、少年の再非行の危険性を減じている。

しかし、現代の少年の特質ともいえる「社会・生活体験の乏しさ」、「規範意識の低さ」、「現実感覚

のなさ」などから教育的措置にも工夫が必要であり、累非行少年や発達上の問題が疑われる少年の

処遇、保護者に対する措置などの課題も出てきている。これは、受入側である自立援助ホームなど

でも同様であり、ホームで対応するのは難しいと思われるケースの受け入れ要請もあるという事で

ある。 

今回の研修では、受入側の方もパネラーとしていらしており、少年への対応、支援の仕方などを

聞かせていただいた。その中で、福祉に携わる専門の職員として、児童・障がい・高齢・貧困等に

関わらず、人の本質と関わっていく職業として共通したもの（うまく表現できないが）を感じた。

それは人としての愛情にも思えたが、その形は決まっている訳でもなく、関わり合い？愛情？とい

う言葉に片付けられるようなものでもなかった。 

あくまで個人的な意見であるが、どの機関も、少年の健全な育成と立ち直り支援という「保護主

義」を理念とした同じスタンスを取っており、それぞれの機関が専門職であるがゆえに当然職域の

問題もあるが、連携という面では少しずつ繋がってきているようにも感じられたが、まだまだであ

るとも感じた。各専門職の機関に入り込み、それぞれを繋げ、うまく連携していけるようにしてい

くことが、我々社会福祉士としての使命なのかもしれない。 
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県北ブロック 鈴木弘昭 

 

今回 2 日間講座を受講させていただきました。始めに感じさせていただいたのは、定員があると

はいえ、席が満席になる程講座に参加されていて、「成年後見」に関する関心の高さが伺えました。 

私自身「成年後見」と言う言葉は知っていても、実践の経験がない為、今回の講座に興味深いも

のがありました。特に興味があったのは、福祉の現場でどう生かされているか？という事でした。

また、自分にできるかどうかの不安の気持ちもありましたが、2 日間の講義で「成年後見」を前向

きにとらえ、自分もやってみたいという意欲が高まりました。 

講義を聞く事で基礎から教えていただきました。困っておられる方が平等に福祉サービスを受け

られるように、少しでも自己研鑽しながら力になりたいと思うようになりました。 

成年後見の理念である「持っている能力の最大限の活用」「自己決定の尊重」「ノーマライゼーシ

ョン」を再認識し、実行して行くうえで忘れてはならない事である事を自分に戒めました。 

水戸家庭裁判所の間野さんをはじめとして、社会福祉協議会の大類さん、弁護士の小沼さん、リ

ーガルサポートの澤邉さんの実際にいろんな形で取り組んでいる方の話を聞く事で成年後見の現

在の状況や成年後見を始める手続きする方法等を知ることができました。それと同時に自分自身の

自己研鑽の必要性も感じました。現場で実際に携わっている方話を聞く事でとても参考になるもの

があり、携わっている方の熱意も感じられました。 

成年後見に対しての不安も難しさも感じましたが、今回活用講座の講義を受けて良かったです。

「成年後見」を理解する事ができました。 

私事ですが、今後自己研鑽しながら、成年後見に取組みたいと考えています。 

取り組む事で社会に「社会福祉士としての仕事」が理解してもらえるように頑張りたいと思います。

また、自分の社会福祉士としての自信に繋げたいと思います。 

まだまだ未熟な私ですが、今後のご指導、ご鞭撻をよろしくお願い致します。 
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以前よりご意見を頂いていましたホームページに 

つきまして、事務局便りでもご案内したとおり完全 

リニューアルを行い内容を一新いたしました。 

URL は変わらず http://www.csw-iba.org/のままです。 

当会開催の研修や講座、無料相談会の開催情報のほか、 

他団体からのお知らせ、求人情報等も掲載しております。 

当会開催の研修については、予定が確定したものからカ 

レンダーに掲載し、受講予定が立てやすいよう先々まで 

スケジュールを確認できるようにいたしました。 

まだまだ工事中なページもございますが、少しずつ 

内容を充実させていきたいと考えております。会員専 

用ページもありますので、ぜひ交流等にご活用くださ 

い。なお、会員専用ページに入るための ID・パスワー 

ドがご不明な方は大変お手数ですが事務局までお問い 

合わせを頂けますようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会員交流会を開催しました！ 

in牛久シャトーバーベキューガーデン 

 8月 17日（土）、牛久市にあるシャトーカミヤの

バーベキューガーデンにおいて、会員交流会を開

催しました。 

当日は県南ブロックより 15名の参加があり、は

るばる県北ブロックより竹之内会長も参加してく

ださいました。 

暑い夏の夜、地ビールを片手に乾杯！美味しい

お肉を焼きながら、あれこれ会話は盛り上がり、

参加者同士の交流を深めておりました。 

第 1回共通基盤研修を行います 

既に郵送でお知らせしておりますとおり、

10月 12日（土）～13日（日）に共通基盤研

修を実施いたします。 

講師には名古屋市総合リハビリテーション

センター自立支援部長の鈴木智敦氏をお招き

し、相談援助に関する講義及び演習を行って

頂くほか、当会会員をシンポジストに福祉経

営に関するシンポジウムも開催。もちろん、

12日の夜には懇親会も予定しております。 

会場は大子温泉「やみぞ」になりますので、

日頃の疲れをりんご風呂で癒して頂くのも良

いのではないでしょうか？ 

参加申し込みは 9月 27日締め切りとなって

おります。詳細は 9月 6日付けの通知文又は

ホームページをご確認ください。 

 

【編集後記】 

 大変お待たせしてしまいましたが今年度第

1 号の広報誌を発行することができました。 

 新年度に入り半年ほど、新たなスタートを

切られた方もそろそろ職場に慣れてきた頃で

しょうか？新入職員など社会福祉士を取得さ

れ、まだ社会福祉士会に入っていない方がお

近くにおりましたらぜひ入会へのお声かけを

お願いいたします。 

http://www.csw-iba.org/

